
儒
林
外
史
に
お
り
る
誕
刺
の
基
底
舎
を
ぜ
る
も
の

「
央
敬
梓
の
『
係
林
外
史
』
が
出
る
に
及
ん
で
、
乃
ち
公
心
に
よ
ク
て
時
弊
を
指

摘
し
、
機
鋒
の
向
ふ
と
と
る
は
特
に
士
階
叡
に
あ
ク
た
。
そ
の
文
は
ま
た
は
州
統
で

λ

3
4
r

ア

而
も
数
一
諜
に
富
み
、
腕
出
に
し
て
市
も
瓢
刺
が
多
か
?
た
心
か
く
て
小
説
中
に
始

め
て
瓢
刺
の
番
と
称
す
る
に
見
る
も
の
が
出
た
の
で
あ
る
c

」
と
は
、
「
儲
林
外

史
」
の
最
も
す
ぐ
れ
た
注
釈
者
で
あ
る
魯
氾
の
一
一
一
商
業
で
あ
る
(
註
ご
。
が
、
凡
そ
菰

刺
は
箆
接
表
現
が
社
会
的
に
拐
、
ま
れ
て
い
る

i
l
い
は
ヨ
歯
に
布
を
き
せ
ね
正
面

及
繋
が
許
さ
れ
な
い
時
に
、
形
在
他
に
借
り
て
、
そ
の
下
か
ら
刺
す
の
が
、
認
刺

の
社
会
的
機
能
で
あ
ら
う
。

け
だ
し
、
作
者
、
央
敬
梓
(
一
七

O
一
l

一
七
五
四
)
の
時
代
は
、
胡
遁
に
よ

れ
ば
〈
註
一
一
)
、
康
照
大
帝
逝
WJ
し
後
、
乾
隆
大
帝
未
だ
し
の
過
渡
期
で
あ
り
、

清
朝
第
一
刻
の
大
儒
、
毛
奇
齢
を
始
め
、
願
炎
武
、
費
一
円
一
抗
議
、
関
若
城
、
胡
滑
な

ど
、
更
に
カ
偶
、
朱
葬
傘
、
王
士
一
臓
の
文
人
に
歪
る
ま
で
、
す
べ
て
諮
り
し
、
所

f

J

d

〈

諮
「
組
問
焚
京
接
」
の
時
代
で
あ
り
、
八
股
文
の
最
も
盛
大
な
時
期
で
あ
ク
た
。
そ

と
に
は
形
式
主
義
の
八
段
文
を
盲
信
し
、
数
一
一
賢
の
仮
一
聞
に
彩
ら
れ
た
傑
設
問
的
な
土

階
級
が
割
拠
し
た
。
か
〉
る
八
股
社
会
に
、
科
挙
を
足
場
と
し
て
、
功
名
富
山
賀

の
四
文
字
を
食
る
土
階
級
を
主
と
し
、
官
僚
、
一
家
紳
、
係
者
、
名
士
、
商
人
、
百

姓
、
侠
客
、
仙
者
、
借
官
、
女
、
校
者
、
占
者
な
ど
、
治
よ
そ
三
百
余
人
の
あ
ら

ゆ
る
階
級
の
人
物
を
禰
へ
て
来
て
、
彼
等
の
無
制
官
、
無
能
、
校
狩
、
食
欲
、
不
正

蹴
備
な
ど
の
現
笑
の
色
彩
を
最
も
鋭
敏
に
捉
へ
て
非
難
、
攻
略
し
た
の
が
、
「
儒

林
外
出
件
い
で
あ
る
。

飯

亡と
仁I

:Ns 

回

本
稿
は
か
¥
J

る
菰
刺
文
学
と
し
て
の
「
館
林
外
史
」
の
諏
刺
の
様
籾
の
一
…
附
を

税
き
ク
ミ
作
者
、
央
敬
梓
の
現
実
ぺ
の
批
判
精
神
の
立
場
乃
至
支
妊
に
つ
い
て

管
見
し

て
見
た
い
。

ま
づ
、
科
挙
が
如
何
に
儒
者
た
ち
K
と

p
、
激
烈
な
る
欲
求
の
対
象
で
あ
づ
た

か
を
、
花
進
の
場
令
に
例
を
見
ょ
う
。
拡
進
は
受
験
名
簿
に
は
三
十
才
と
警
か
れ
、

実
は
五
十
四
才
の
、
し
か
も
二
十
数
回
落
第
の
老
童
生
で
あ
る
が
、
幸
に
無
能
な

関
学
道
の
治
問
に
と
ま
り
拾
ひ
上
げ
ら
れ
る
。
そ
の
，
様
は
、

一(42)ー

見
お
は
る
と
、
思
は
ず
歎
息
し
て
一
云
っ
た
、
こ
ん
な
答
案
は
、
慌
で
さ
へ
二
度
宥
て

看

罷

、

不

発

歎

息

道

、

「

透

様

文

字

、

連

我

看

一
両

も
分
ら
な
か
っ
た
が
、
三
遊
つ
Y

け
て
読
ん
で
み
て
、
や
っ
と
天
地
の
名
文
で
あ
る

遁

也

不

能

解

。

珪

到

三

遁

之

後

、

才

一

既

得

是

天

こ
と
が
分
っ
た
わ
い
!
ま
こ
と
一
宇
一
字
が
珠
玉
の
名
文
、
世
間
の
C
た
ら
め
な

地

問

之

至

文

!

員

乃

一

字

一

珠

!

可

見

世

上

械

金

関
験
官
が
、
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
俊
才
を
泣
か
し
て
来
た
か
分
ら
な
い
。

一

試

官

、

一

小

知

風

祭

了

多

少

英

才

1
・
」
へ
第
一
一
一
間
〉

=
…
度
同
に
や
ク

と
天
地
の
名
文
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
八
肢
文
の
し
る
も
の
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
世
間
の
試
験
官
を
糊
塗
呼
ば
り
す
る
周
勤
通
の
無
知
も
逃
し

い。
さ
て
、

合
格
の
報
を
開
い
た
花
進
が
、

見
な
げ
れ
ば
よ
い
も
の
の
、
一
度
み
て
は
、
ま
た
一
度
読
む
と
、

不

着

便

罷

、

占

有

了

一

週

、

叉

念

一

遁

、

自
分
で
両
手
を
一

自
己
把
両
手
拍



度
叩
き
、
ハ
ハ
・
;
と
笑
ひ
、

P
2
A
L
好
か
っ
た
、
わ
し
は
合
絡
し
た
ん
だ
」
と
去
ひ

了

一

下

、

笑

了

一

態

遇

、

「

犠

!

好

了

!

我

中

了

」

説

な
が
ら
後
へ
ぼ
っ
た
り
ぷ
つ
倒
れ
、
上
下
の
揖
を
喰
ひ
し
ぼ
り
，、
人
事
不
省
と
な
っ

蒲

柱

後

一

交

欽

倒

、

牙

関

佼

紫

、

不

一

陣

入

た
…
ー
母
親
は
慌
て
て
、
急
い
で
湯
を
数
間
誠
に
濯
ま
か
け
る
と
、
精
進
は
濯
ひ
上
り
、

事
c

者

太

太

慌

了

、

忙

将

越

口

開

水

濯

了

週

来

。

他

腿

将

起

央

官

ま
た
手
を
叩
き
ハ
ハ
:
・
と
笑
ひ
、
「
お
!
好
か
っ
た
!
わ
し
は
合
格
し
た
ん
だ
!
」

叉

拍

諸

手

大

笑

道

、

「

憶

!

好

了

!

我

中

了

!

」

と
笑
ひ
な
が
ら
人
の
一
言
実
に
耳
も
か
さ
ず
に
、
表
に
飛
ボ
出
じ
た
の
で
、
通
報
入
と

笑

精

一

一

小

由

ハ

付

税

、

就

役

門

外

飛

抱

、

把

報

隣
家
の
者
た
ち
は
み
な
び
っ
く
り
し
た
。

録
人
利
籾
仰
向
府
都
嚇
了
一
跳
。
〈
第
三
回
〉

と
、
合
格
の
一
喜
び
に
発
狂
し
て
し
ま
ふ
の
は
、
作
者
の
誇
張
的
表
現
に
よ
る
科
挙

へ
の
惜
し
み
で
あ
ら
う
ο
や
が
て
、
刊
氾
進
を
と
り
ま
く
周
聞
の
人
た
ち
の
中
に
は

果
し
て
多
く
の
人
た
ち
が
御
機
嫌
伺
ひ
に
や
っ
て
来
た
崎
田
地
を
選
る
者
も
を
り
、
e

果

然

有

許

多

入

来

奉

"

承

他

c

有

送

回

産

的

。

み
せ
を
設
る
も
の
も
あ
る
o

ま
た
落
ち
ぶ
れ
た
者
た
ち
で
、

、夫
婦
で
や
匂
て
来
て
、

有

人

滋

庖

房

的

c

選

有

那

些

一

破

落

戸

。

両

口

々
子

来

身
売
り
し
て
下
僕
と
な
り
、
庇
設
を
も
と
-b
る
者
も
ゐ
た
。

投

身

震

僕

。

図

蔭

庇

的

ο

(
第
三
回
〉

と
作
者
は
落
挙
人
に
寄
生
虫
の
ご
と
く
ま
と
い
っ
く
民
家
の
愚
劣
さ
を
噺
笑
す
る
。

と
の
よ
う
いな
科
挙
よ
り
の
し
ょ
っ
た
官
吏
の
無
能
さ
を
湯
県
知
事
の
場
合
医
見

ょ
う
。
問
教
徒
に
「
牛
肉
禁
止
令
」
が
下
町
J

、
さ
る
悶
敬
和
尚
が
、
牛
肉
五
十
斤

苦

宍

一

を
用
意
し
て
嘆
師
側
に
爽
る
む
湯
県
知
事
は
張
郷
紳
に
相
談
す
る
と
、

愚
見
に
依
れ
ぼ
、
あ
な
た
は
こ
の
事
件
で
有
名
に
な
ら
れ
ま
す
)
今
夜
伎
を
伺
候
さ

依

小

競

態

見

、

世

叔

就

在

遣

事

上

出

伺

大

名

c

今
晩
州
内
他
伺

せ
、
明
日
午
前
の
法
廷
一へ
、
そ
の
和
備
を
一
連
れ
て
参
り
、
一
一
一
一
一
十
回
杖
刑
を
加
へ
て

一候

、

明

日

早

堂

、

将

透

老

郁

夫

馨

進

、

お

他

幾

十

四

板

子

、

大
き
い
首
榔
を
取
う
て
ば
め
、
糊
の
上
へ
牛
肉
を
つ
ん
で
、
傍
に
一
枚
告
示
を
出
し

敢
一
商
大
槻
柳
才
、
把
キ
肉
推
在
棚
上
、
出
一
張
告
示
在
傍
、

奴
の
栄
胆
な
点
を
声
明
し
ま
す
れ
ば
、
上
司
が
開
き
出
し
、
あ
な
た
に
一
点
の
不
都

一、

滋

、
明

他

大

後
勝

之

庭

、

上

旬

訪

知

見

世

叔

合
の
な
い
所
が
分
れ
ば
、
直
ぐ
に
も
御
栄
松
で
す
。

一

一

紙

不

荷

、

陸

遷

就

在

指

臼

。

(

第

四

朗

)

と
教
へ
ら
れ
た
湯
県
'
知
事
は
、
翌
日
の
法
廷
で
、
最
初
の
公
判
で
あ
る
鶏
泥
棒
の

常
習
犯
の
刑
罰
花
、
つ
い
で
阻
敬
和
備
の
刑
罰
に
と
の
方
法
を
実
行
し
た
と
と

る
、
折
か
ら
の
暑
さ
の
た
め
、
牛
肉
に
姐
が
湧
き
、
和
尚
は
三
日
間
に
悲
鳴
を
上

げ
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
ま
こ
と
湯
県
知
事
の
愚
直
と
無
能
を
認
制
約
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
廷
に
官
夜
、
た
ち
の
金
銭
へ
の
食
欲
さ
も
叉
遅
し
い
。
新
任
の
南
日
間
王
府
知

事
が
、
事
務
引
継
の
折
、
旧
任
の
送
太
守
の
公
子
と
交
す
対
話
を
み
よ
う
。

王
太
守
は
そ
ろ
そ
ろ
問
ひ
か
け
た
、
‘
土
地
の
人
情
は
ど
う
で
す
か
な
?
、
そ
れ
に
何

王

太

守

慢

慢

間

道

、

「

地

方

人

情

?

可

還

か
収
入
で
も
あ
り
ま
す
か
な
?
、
訴
訟
の
中
に
ほ
少
し
は
袖
の
下
の
も
の
千
点
あ
り

有

甚

慶

倒

産

?

初

訟

姦

可

也

路

有

此

一

一

甚

ま
す
か
な
?

接
通
敵
?
」

と
か
、

一 (4-3)ー

一
一
一
年
真
面
目
に
府
知
州
事
を
や
り
や
、
白
銀
十
万
両
の
役
徳
が
あ
る
と
い
ふ
話
も
、
今
ぢ

可

見

三

年

清

知

府

、

十

寓

雲

花

銀

的

話

、

而

や
余
り
当
て
に
も
な
ら
ん
か
ね
?

今

也

不

甚

確

了

c

と
、
問
へ
ば
、
あ
ひ
に
く
旧
任
の
塗
太
守
は
清
一
様
で
あ
り
、
旧
任
の
按
察
使
か
ら

も
、
「
君
ん
と
と
の
府
署
ぢ
や
三
種
類
の
声
が
す
る
さ
ろ
だ
な
0

1

一
と
云
は
れ
た

と
答
へ
る
。
と

壬
太
守
が
一
式
ふ
、
「
そ
の
三
種
類
と
一
試
ふ
と
?
」

王

太

守

道

「

是

那

三

様

?

」

円
公
子
が
答
へ
る
、
「
詩
吟
の
声
と
、
将
棋
を
さ
す
芦
と
、
小
唄
の
声
で
す
o

」

滋

公

子

選

「

是

吟

詩

襲

、

下

棋

盤

、

唱

曲

撃

」

王
太
守
践
を
抱
へ
て
去
ふ
、
そ
の
三
種
類
と
い
ふ
や
つ
あ
、
え
ら
う
面
白
い
も
ん
で

王

太

守

大

笑

道

、

遺

三

様

撃

息

、

却

也

有

趣

的

す
な
。
」

緊'一慈
公
子
一
五
ふ
、
「
こ
れ
か
ら
は
あ
な
た
さ
ま
も
一
つ
頑
張
り
な
さ
れ
て
、
他
の
三
種

選

公

子

道

(

将

来

老

先

生

一

番

録

作

、

ロ

ハ

粕



類
の
音
に
換
へ
ら
れ
や
し
ま
せ
ん
か
J

要

一

一

一

様

磐

田

向

島

」

王
太
守
宏
ふ
、
「
ど
ん
な
一
一
一
稽
類
に
?
」

五
太
守
道
「
際
法
那
一
一
一
様
?
」

議
会
予
答
へ
る
、
「
秤
を
掛
け
る
音
、
算
援
の
昔
、
出
口
刑
の
音
で
す
」

議

公

子

道

「

是

殿

子

盤

、

鉱

山

盤

整

、

板

子

整

」

(

第

八

回

〉

と
、
作
者
は
王
太
守
を
還
し
て
、
官
吏
の
役
一
狩
と
食
欲
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
を

粋
ひ
ク
¥
菰
刺
の
比
十
妹
を
極
め
て
治
る
。
が
、
と
の
穏
刺
よ
り
流
れ
る
笑
ひ

が
、
単
な
る
悪
ふ
ざ
け
に
終
ら
今
3

や
が
て
笑
左
凍
ら
せ
る
も
の
を
持
づ
て
長
る

と
と
‘
叉
清
擦
な
宮
克
を
校
、
併
な
官
吏
に
対
兆
せ
し
め
る
手
法
は
、
単
に
絞
殺
な

官
吏
を
強
調
す
る
た
め
の
も
の
で
な
く
、
何
よ
り
も
作
者
が
人
間
へ
の
信
頼
i
i
i

愛
詮
も
志
れ
て
い
な
い
証
左
で
あ
り
、
誠
刺
文
学
と
し
て
の
「
儒
林
外
史
」
の
特

質
に
思
ば
れ
る
。

こ
れ
ら
は
、
何
れ
も
科
挙
に
よ
る
官
僚
の
山
内
裂
的
な
無
智
、
無
能
、
食
欲
な
ど

を
見
て
き
た
が
、
克
に
科
挙
に
よ
る
札
教
の
腐
敗
を
見
逃
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

例
へ
ば
‘
促
進
秀
才
が
一
一
一
十
七
年
間
も
秀
才
な
や
り
、
あ
た
ら
科
挙
に
し
く
じ
ク

た
が
為
、
今
は
楽
器
修
恐
屋
ケ
一
営
み
、
貧
乏
の
来
、
六
人
の
子
供
の
う
ち
、
一
ー
人

は
死
に
、
他
は
皆
売
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
話
〈
第
二
十
況
図
〉
O

叉
、
王
玉
一
鮮

の
娘
が
ヰ
ハ
に
殉
じ
よ
う
と
す
る
場
一
闘
に
沿
い
て
、
父
、
王
玉
鮮
が
、

ね
え
!
お
ま
へ
が
さ
う
す
る
ん
だ
っ
た
ら
什
そ
り
ゃ
一
一
一
向
史
に
名
を
留
め
る
と
い
ふ
も

我

先

!

件

腕

如

此

、

遺

是

背

史

上

留

名

ん
じ
ゃ
。
わ
し
は
お
ま
へ
を
と
め
や
せ
ん
よ
o

お
ま
へ
の
考
へ
通
り
に
や
り
や
レ
い

的

事

。

我

難

道

反

摺

間

伝

?

体

究

是

透

様

倣

干仇

O

罷」

と
、
「
青
山
h
r
m
同
名
」
の
間
文
字
を
か
ざ
し
て
、
平
然
と
娘
の
殉
死
を
見
送
る
ま
活

秀
才
の
話
h

第
四
十
八
回
〉
な
ぞ
、
ま
こ
と
に
笑
ひ
の
涙
の
涼
る
話
の
中
に
、
作

者
は
人
間
性
を
庶
殺
す
る
札
教
を
厳
し
く
情
感
す
る
。

し
か
し
、
と
れ
ら
形
式
を
主
と
し
、
袈
賢
の
道
五
一
般
接
す
る
科
挙
を
足
場
と
し
、

従
ら
に
功
名
宮
殺
を
食
る
儒
鴬
鮮
に
対
し
て
、
一
応
出
版
を
投
げ
づ
け
、
俗
世
間

か
ら
離
れ
、
文
芸
、
に
優
症
す
る
一
留
の
人
達
一
か
い
た
。
そ
の
中
心
人
物
段
、
作
者

央
敬
梓
の
モ
デ
ル
〈
斗
一
一
一
一
一
ニ
〉
と
一
一
一
一
同
は
れ
る
社
少
糊
別
で
あ
る
。
高
先
企
の
一
一
一
一
同
案
〈
第

一
一
一
十
四
恩
〉
を
借
り
る
と
、
社
家
政
累
代
の
名
門
で
、
近
く
は
、
社
少
納
仰
の
父
は

進
士
を
経
て
太
守
に
任
、
ぜ
ら
れ
た
が
、
を
く
の
奇
人
で
、
官
一
史
と
な
ク
て
も
、
上

司
を
敬
ふ
と
と
を
知
ら
や
、
ひ
た
す
ら
百
姓
を
一
括

p友
と
し
、
「
山
内
九
九
九
平
快
、
勧
農

柔
」
の
馬
鹿
話
ば
か
り
し
て
た
る
と
の
強
出
で
、
遂
に
土
司
の
怒
り
に
織
れ
、
太

守
の
官
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
っ
た
と
云
ふ
が
、
と
の
父
左
持
ハ
J

社
沙
仰
の
人
物

は
、
再
び
高
先
生
の
言
葉
を
借
り
る
と
、

社
さ
ん
の
息
子
と
来
た
ら
、
も
っ
と
で
た
ら
め
や
で
、
葬
ほ
う
、
た
い
食
ひ
ほ
う
だ
い
刈

抱

一

一

泡

克

子

就

更

前

説

、

混

穿

混

で
、
和
街
、
道
士
、
戦
入
、
乞
食
と
誰
ぞ
も
引
張
り
出
し
て
仲
間
に
な
り
、
決
し
て
一

吃

、

和

信

、

道

士

、

工

匠

、

花

子

部

位

、

務

相

興

、

却

不

人
の
ま
と
も
な
人
と
さ
へ
仲
間
に
な
ろ
う
と
せ
ん
か
ら
、
十
年
も
経
た
ん
う
ち
に
、
六

肯

招

輿

一

個

正

経

人

。

一

小

到

十

年

内

、

把

六

七
万
の
か
ね
を
す
っ
か
ら
か
ん
に
費
ひ
こ
み
、
天
長
県
に
は
安
住
も
出
来
ず
、
南
京
域

七

寓

銀

子

一

井

的

精

先

、

天

長

県

対

一

小

位

、

搬

在

内
に
引
越
し
た
は
よ
い
が
、
毎
日
女
房
を
連
れ
だ
っ
て
酒
場
で
溜
を
く
ら
ひ
、
手
に
は

南

京

以

菜

、

沼

田

携

藩

乃

谷

上

沼

館

吃

酒

、

手

一

来

続
の
五
一
つ
持
ち
、
ま
る
で
乞
食
同
様
ぢ
や
!
杜
さ
ん
の
家
に
も
つ
い
に
あ
ん
な
道

合

芳

一

個

鈎

議

子

、

就

娘

一

討

飯

的

一

般

!

不

総

他

家

覚

的

楽
息
子
が
出
て
し
ま
っ
た
わ
い
!

了

透

様

子

弟

!

(

第

一

一

一

十

四

回

)

と
あ
る
如
く
、
全
く
功
名
寄
貨
を
外
に
し
て
の
一
致
傑
肌
で
あ
り
、
風
流
入
で
あ

る
。
〈
こ
の
社
少
伽
仰
の
生
活
に
ク
い
て
は
、
作
者
は
第
一
一
一
十
一
間
よ
り
第
五
十
三

間
と
十
六
回
の
長
き
に
一
昆
り
J

笹
げ
を
尽
し
て
い
る
。
〉
こ
と
に
、
巡
撫
部
院
の
小
学
大

人
よ
り
官
吏
に
推
薦
さ
れ
た
折
に
は
、
俺
の
叔
父
の
光
に
よ
ク
て
の
推
挙
と
ば
か

り
に
は
ね
ク

U
、
ム
射
を
援
日
っ
て
、
官
に
倣
か
歩
、
厳
と
し
て
風
流
、
一
致
傑
の
浪
漫

に
な
生
活
を
つ

v
け
る
。
が
、
と
れ
ほ
ど
の
風
流
、
豪
傑
に
し
て
、
俗
仇
間
を
敵
れ

た
文
人
の
呉
川
保
と
見
な
さ
れ
る
社
少
卿
に
も
、
や
は

D
科
挙
へ
の
甘
青
夢
は
先
在

な
ま
で
に
忘
却
し
難
か
っ
た
ら
し
い
o
m
w
ち
、
巡
W
M
z部
院
よ
り
の
拾
滞
在
枝
一
合
し

一 (44，，)一



、
死
後
で
、
彼
は
吹
の
よ
ろ
に
述
壊
を
も
ら
し
て
い
る
。

よ
し
!
わ
し
杖
秀
才
と
な
り
、
こ
う
し
た
結
果
に
な
っ
た
か
ら
に
は
、
こ
れ
か
ら

好

了

、

我

倣

秀

才

、

有

了

遺

一

場

結

局

、

将

来

先
郷
試
に
も
受
験
せ
ず
、
科
践
に
も
受
験
せ
ず
花
、
気
ま
与
に
暮
し
て
、
自
分
の
や

郷

試

也

不

応

、

科

歳

也

一

小

考

、

諮

造

自

在

、

倣

此

一

一

り
た
い
事
を
や
ち
う
ぞ
:

自
己
的
事
議
!
(
第
一
一
一
十
四
回
)

こ
の
校
少
榔
怒
る
一
文
人
b

弘
通
し
て
の
科
挙
へ
の
一
片
の
夢
は
、
一
つ
に
は
、
当

時
の
文
人
と
蹴
も
、
文
人
と
し
て
の
独
立
は
不
可
能
に
近
か
づ
た
と
と
を
予
想
さ

せ
、
二
ク
に
は
、
文
人
も
や
は
り
、
科
挙
を
か
ざ
す
儒
者
た
ち
と
反
問
し
な
が
ら

も
、
彼
等
は
彼
等
芯

p
の
科
挙
に
よ
る
賢
人
政
治
を
夢
想
し
た
よ
う
に
も
者
へ
ら

れ
る
。
さ
れ
ば
、
社
少
卿
の
知
己
、
遅
衡
山
が
、
泰
佑
袋
洞
(
叫
一
日
間
)
を
劫
の
て
、

ム
ヴ
の
読
書
人
の
朋
友
た
ち
は
、
五
ピ
人
投
文
を
斡
す
る
だ
け
で
、
二
つ
や
三
つ
の
詩

市

今

讃

響

的

mm
友

、

只

不

語

講

偲

挙

業

、

若

会

倣

賊
が
つ
〈
れ
さ
へ
も
れ
ば
巴
、
も
う
え
ら
う
一
両
信
、
だ
と
思
ひ
こ
み
、
経
史
上
の
礼
楽

両

匂

詩

賦

、

就

算

雅

極

的

了

、

放

着

経

兵
撲
の
こ
と
な
ぞ
す
て
去
っ
て
、
と
ん
と
見
向
き
も
せ
ぬ
。

史

上

雄

繁

兵

農

的

事

、

み

一

然

不

問

1
0

ハ
第
一
一
一
十
一
一
一
回
〉

ひ
、
叉
、

わ
れ
わ
れ
の
こ
の
南
京
で
、
古
今
第
一
の
賢
人
は
呉
泰
佑
で
あ
る
、
泰
佑

我
的
遺
南
京
、
古
今
第
一
個
緊
人
是
央
泰
錦
、
:
:
:
:
:
:
器
一

柄
を
建
て
て
、
春
秋
の
仲
の
月
に
は
、
古
の
礼
楽
で
壊
を
行
ひ
、
こ
れ
に
よ
り
、
み

所

泰

伯

調

、

春

秋

一

向

仲

、

用

古

川

税

者

楽

致

祭

、

借

此

、

大

な
が
礼
楽
を
習
び
、
人
材
を
育
成
す
れ
ど
、
政
教
を
助
け
る
こ
と
も
で
き
よ
う
o

家
欝
学
路
楽
、
成
就
山
川
些
一
人
材
、
也
可
也
助
一
助
政
教
0

・

・
〈
第
一
一
一
十
一
一
一
回
〉

へ
ば
、

泰
佑
前
建
立
の
運
動
を
展
開
し
、
虞
霞

と
し
て
以
下
回
十
四
名
に
よ
る
感
大
な
祭
締
結
H

施
行
さ
れ
る
。

の
横
様
は
、
第
一
一
一
十
七
到
の
ほ
三
一
意
に
一
旦

D

と
の
索
と
そ
、
「
儒
林
外
史
一
」
を
篇
の
構
成
上

以
後
調
刺
の
輿
替
は
次
第
に
下
降
し
づ

J
¥

バ
け
、
叉
内
終
的
に
み
て
、
「
一
儒
林
外
史
」
の
誠
刺
文
学
と
し
て
の
作
者
の
批
判

精
紳
の
貫
一
市
町
な
支
桂
乃
五
恭
氏
を
な
す
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
即
ち
、
校
狩
、
食

欲
、
保
管
、
無
能
、
不
正
、
成
係
な
ど
の
問
問
タ
な
八
段
社
会
に
反
抗
し
て
、
利
か

λ
間
の
、
人
間
ら
し
い
生
活
を
憧
ほ
し
、
追
求
し
て
行
ク
た
時
、
彼
等
文
人
た
ち

の
辿
り
得
た
唯
一
の
道
は
、
間
決
泰
伯
の
袋
一
例
で
い
岳
町
/
、
古
の
札
撲
を
復
興
し
、
賢

人
を
育
成
し
、
政
教
を
助
け
よ
う
と
す
る
復
古
思
想
で
あ
り
、
儒
致
、
主
義
で
あ
ク

た。
し
か
し
、
と
の
復
古
乃
互
信
教
を
蒸
底
と
す
る
王
道
主
義
に
よ
る
緊
人
政
治
の

夢
も
、
そ
の
完
成
を
見
る
間
も
な
く
、
万
一
臨
む
二
十
三
年
に
は
、
南
京
の
名
士
は

す
べ
て
回
数
し
、
或
者
は
死
し
、
或
者
は
老
ひ
、
再
び
現
実
の
社
会
に
限
Jhr一
向
け

る
者
は
無
く
な
り
.
作
者
は
、
「
市
井
む
中
に
幾
人
か
の
奇
人
い
か
居
る
だ
け
」
と

淋
し
く
筆
を
下
し
て
む
る
c
m
w
ち
、
と
れ
ら
の
奇
人
と
一
式
ふ
の
は
、
一
人
は
い
同
学

だ
が
、
蓄
の
巧
み
な
男
で
あ
り
、
一
人
は
恭
の
巧
み
な
紙
の
附
け
木
を
売
る
m
m
で

あ
れ
ノ
、
一
人
は
財
産
を
使
ひ
尽
し
、
今
は
詩
を
作
り
、
寄
託
読
み
、
絵
を
か
く
茶

活
の
主
人
で
あ
り
、
最
後
の
一

λ
は
、
仕
立
屋
だ
が
限
に
琴
を
ひ
き
、
識
を
か
き

唯
一
討
を
作
る
人
で
あ
る
c

今
、
と
れ
ら
四
人
の
奇
人
の
う
ち
、
最
後
の
仕
立
屋
、
剤
一
冗
の
一
一
一
一
口
実
を
借
り
て

奇
人
の
理
解
の
よ
す
が
と
し
よ
う
。

掩
は
高
山
内
な
人
な
ん
か
に
な
り
た
い
と
も
思
は
な
い
。
こ
れ
も
生
れ
つ
き
好
き
な
も

我

也

不

是

要

倣

殺

人

。

也

只

矯

性

情

ん
だ
か
ら
、
し
じ
ゅ
う
勉
強
し
て
い
る
だ
け
さ
o

俺
た
ち
の
こ
の
前
売
は
ね
、
祖
父

相

近

、

故

此

時

常

学

学

。

歪

於

我

約

遣

悩

賎

行

、

是

が
遺
し
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
ま
さ
か
警
を
読
ん
だ
り
、
学
を
習
っ
た
り
、
裁
縫
し

祖

父

宮

下

来

的

。

難

遊

説

警

識

字

、

倣

了

た
り
す
り
ゃ
汚
れ
る
と
い
ふ
訳
で
も
あ
る
ま
い
。
ま
し
て
あ
の
学
校
に
入
っ
て
い
る

裁

縫

就

砧

汚

了

不

成

?

況

立

那

比

一

一

学

校

連
中
と
き
た
ら
、
彼
等
に
は
別
に
お
一
角
い
見
識
を
持
っ
て
、
徒
な
ん
か
と
ょ
う
仲
間

中

的

朋

友

、

他

何

男

有

一

番

見

識

、

忽

肯

和

裁

K
な
同
も
ん
か
?
か
う
し
て
毎
日
六
七
分
の
銀
が
得
ら
れ
り
や
、
腹
一
杯
飯
を
食
ひ

杭

持

県

一

?

市

今

毎

日

等

得

六

七

分

銀

子

、

吃

飽

了

飯

、

一(45)一一



諜
を
ひ
く
に
も
、
字
を
書
く
に
も
、
何
で
主
俺
の
気
儀
さ
。
そ
れ
に
人
さ
ま
の
富
貴

褒

弾

琴

、

要

築

学

、

諸

事

都

由

旬得

我
ρ

叉

不

貧

困

を
寅
る
訳
ぢ
ゃ
な
し
、
人
さ
ま
の
御
気
嫌
を
伺
ふ
訳
ぢ
ゃ
な
し
、
天
に
も
地
に
も
我

人

的

宮

賞

、

叉

不

伺

侯

人

的

顔

色

、
天

不

牧、

一
人
で
さ
、
そ
り
ゃ
愉
快
な
も
の
だ
よ
。

地

不

管

、
倒

不

快

活

。

(

第

五

十

五

回

)

叉
、
と
の
剤
一
冗
が
、
老
友
の
子
若
者
と
の
会
話
の
条
に
、

古
人
が
と
も
す
る
之
、

桃
源
に
世
を
避
け
る
と
い

ふ
が
、

桃
源
な
ん
ぞ
は
必
喪
な
い

ち

人

動

説

i
桃

源

避

世

、

我

想

起

来

、

郵

裏

要

甚

と
思
?
っ
ね
、
た
ど
あ
な
た
の
如
く
、
こ
ん
な
に
悠
々
自
適
と
、
こ
ん
な
城
市
の
山
林

懸

桃

源

、
只

如

老

多

選

様

清

問

自

在

、
住

在

透

様

と
も
一
式
ふ
べ
き
処
花
住
ん
で
お
る
者
と
そ
、
今
の
世
の
活
神
さ
ま
だ
よ
。

城

市

山

林

的

所

在

、

就

是

現

在

的

活

神

7
1
〈
第
五
十

冗
間
)

と
、
一
式
ク
て
治
る
が
、
と
の
剤
冗
裁
縫
師
を
還
し
て

み
る
、
乙
れ
ら
四
人
の
市
井

の
奇
人
の
人
性
械
に
と
そ
、
筑
世
の
功
名
富
貴
を
外
に
し
て
、
正
に
桃
源
の
故
に

、

帰
ら
ん
と
す
る
作
者
の
最
後
の
理
恕
の
夢
が
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
ら
ち
。
し
か

も
、
と
れ
ら
問
、人
の
人
生
観
と
そ
、
「
儒
林
外
史
」
開
巻
の
「
引
端
を
説
き
、
大

意
託
叙
述
し
、

名
士
に
寄
せ
、
み
一
文
注
総
括
す」

の
中
の
主
人
公
、
王
菟
が
、
一

個
の
水
容
み
百
姓
の
小
体
か
ら
、
勉
学
を
し
、

官
民
の
招
臨
仰
を
耳
に
す
る
と
共

に
、
す
ば
や
く
会
稽
の
山
中
へ
と
逃
げ
去
ク
た
話
と
、
全
く
軌
を

一
に
す
る
も
の

で
、
と
の
玉
晃
と
四
人
の
本
間
人
h
q
一
給
ぶ
線
上
に、

作
者
、
英
被
梓
の
一現
実
社
会
へ

の
反
抗
と
そ
の
限
界
の
足
跡
を
鮮
明
に
す
る
よ
う
に
忠
は
れ
る
。
即
ち
、
作
者
失

敬
枠
の
誠
刺
文
学
と
し
て
の
、
批
判
精
神
の
議
底
を
な
す
も
の
は
、
前
述
せ
る
ご

と
く
儒
教
主
義
で
あ
り
、
復
古
的
王
道
社
会
で
あ
り
、
更
に
満
さ
れ
ね
税
実
へ
の

不
満
を
無
為
自
然
の
中
に
転
化
し
よ
う

と
夢
想
す
る
と
と
る
に
、
作
者
、
央
敬
梓

の
批
判
精
神
の
性
格
を
見
る
と
と
が
附
来
る
。
尚
、
作
者
は
第
五
一
十
五
聞
の
最
絡

の
初
、
制
附
肌
が
の
中
で
、

今
、は
や
み
ぬ
衣
冠
を
ぬ
日
ざ
す
て

足

を
治
浪
に
す
す
が
ぼ
や

今

，B
失

!

把

衣

冠

州

腕

、

潔

足

捻

浪

、

と
、
又今
よ
り
は
や
く
ろ
、
き
ょ
う
も
ん
伴
ひ
て
、
わ
れ
空
王
を
お
ろ
が
ま
む

従

今

後

、
作

薬

炉

経

巻

、
自

稽

昼

王

、
(
註
五
)

と、

現
実
よ
り
逃
避
し

て、

無
為
自
然
へ

の
転
化
の
色
彩
、
を

一
層
濃
く
し
て

治
る

が
、
と
ま
れ
、
「
儒
林
外
史
」
の
作
者
、
央
敬
梓
も
数
千
年
来
の
中
国
の
停
統
の

重
荷
に
堪
へ
か
ね
て
も
再
び
中
国
文
人
の
停
'
統
の
震
の
中
に
酔
ひ
ク
‘
ヨ
け
ね
ば
な

ら
な
か
ク
た
と
と
は
、
一
一
派
の
郷
愁
を
と
ヅ

め
か
。

〈
一
在
〉
注

一

注
二
注
三
注
四

注
五

支
那
小
説
史
(
事
一
迅
著

・
増
田
渉
訳
)
第
二
十
三
篇
参
君
。

胡
適
・
苔
敬
梓
年
一
問
、
十
九
才
項
参
看
。

金
和
儒
林
外
史
誌
、
及
呉
敬
梓
年
前
参
一
君
。

呉
一
訴
伯
祭
桐
の
こ
と
は
、
小
説
で
は
遅
衡
山
の
勧
誘
に
よ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
こ

と
は
作
者
、
呉
敬
梓
の
伝
一
記
と
関
係
が
あ
る
故
、
左
に
金
和
の
肢
の

一
部
を
記

す。務
正
乙
卯
公
一
一
洩
詞
科
、
当
事
以
先
生
及
従
兄
青
然
先
生
応
、
堅
臥
不
赴
。
客
企

陵
、
震
金
山
水
所
一
畑
、
遂
移
家
鴻
。
四
方
文
酒
之
士
、
推
先
生
矯
盟
主
、
鳩
開
志

築
先
賢
判
例
於
雨
花
山
麓
、

和
泰
伯
以
下
凡
二
百
三
十
人
、
工
組
、
管
所
賠
屋
以
成

之
、
脱
蔵
益
智
、

冬
至
不
能
具
炉
炭
。
姻
戚
故
田
官
中
外
者
千
百
計
、
卒
不
一

往
、
惟
関
戸
課
子
、
売
文
然
活
、
ヰ
葬
金
俊
胤
台
門
花
田
。

「
伴
薬
炉
経
巻
、
自
札
山
一
ヰ
エ
」
の
文
は
詐
か
で
な
い
。
不
老
長
生
の
煉
丹
修
身
)

と
仏
教
の
経
文
ハ
修
心
〉
と
を
伴
っ
て
、
空
王
に
礼
す
る
と
い
ふ
、
空
王
と
は
、
果

し
て
圏
諸
辞
典
に
説
く
ご
と
く
、
仏
の
尊
叶
仙
の
い
誌
に
解
し
て
よ
い
か
些
か
湿
解
に

苦
し
む
。
企
図
の
う
ち
、
こ

の
条
だ
け
に
仏
が
飛
び
出
す
の
も
些
一
か
唐
突
さ
を
免

れ
な
い
o
無
為
自
然
の
全
一
の
支
配
者
を
時
一
王
と

レ
ト
リ
押
/
グ
し
た
ま
で
で
あ
ら

う
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
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